
件  名 

学校職員の勤務時間、休暇等に関する規則の一部を改正する規則について 
 

提案理由  

 介護時間の取得要件を緩和するため、及び学校職員の勤務時間、休暇等に関する条

例の改正に伴い、学校職員の勤務時間、休暇等に関する規則の一部を別紙のとおり改

正したいので、審議願います。 
 

概  要  

１ 現行の規則の内容 

  学校職員の勤務時間、休日及び休暇に関し必要な事項を定めるもの 
 

２ 改正の内容 

 ⑴ 介護時間について、始業又は終業に連続する時間にのみ取得可能とする取扱い

を廃止し、１日のうち任意の２時間を超えない範囲での取得を可能とする。 

 ⑵ ３歳に満たない子を養育することを申し出た学校職員に対する意向確認等の措

置を講ずる期間を、当該学校職員の子が１歳１１か月に達する日の翌々日から２

歳１１か月に達する日の翌日までの期間とする。 

第６５号議案 

（県立学校人事課） 
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３ 施行期日 

  令和７年１０月１日 
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学校職員の勤務時間、休暇等に関する規則の一部を改正する規則の概要

⑴ 介護時間の取得要件の緩和⑴ 介護時間の取得要件の緩和

始業又は終業に連続する時間にのみ取得可能とする取扱いを廃止し、
１日のうち任意の２時間を超えない範囲での取得を可能とする。

１ 改正内容１ 改正内容

【改正前】 【改正後】
勤務時間の始業又は終業に連続する時間にのみ
２時間の範囲内で取得可能（３０分単位）

勤務時間のうち、任意の
２時間の範囲内で取得可能（３０分単位）

勤務時間 １ｈ １ｈ勤務時間勤務時間

令和7年１０月１日から施行する。

２ 施行期日２ 施行期日

３歳に満たない子を養育することを申し出た学校職員

(措置を講ずるのは、１歳１１か月に達する日の翌々日

から２歳１１か月に達する日の翌日までの期間)

本人又はその配偶者が妊娠し、又は出産したこと

その他これに準ずる事実を申し出た学校職員

育児期両立支援制度等その他の事項を知らせる。出生時両立支援制度等その他の事項を知らせる。
措置①

情報提供

育児期両立支援制度等の請求等に係る意向を確認する。
出生時両立支援制度等の請求等に係る意向を確認す

る。

措置②

意向確認

３歳に満たない子の心身の状況又は育児に関する家庭

の状況に起因して発生し、又は発生することが予想され

る職業生活と家庭生活の両立の支障となる事情の改善
に資する事項に係る意向を確認する。

子の心身の状況又は育児に関する家庭の状況に起因

して子の出生の日以後に発生し、又は発生することが

予想される職業生活と家庭生活との両立の支障となる
事情の改善に資する事項に係る意向を確認する。

措置③

意向確認

学校職員の意向を確認した事項の取扱いに当たり、当該意向に配慮する。
措置④

意向配慮

⑵ ３歳に満たない子を養育することを申し出た学校職員に対する意向確認等の措置を講ずる期間の規定⑵ ３歳に満たない子を養育することを申し出た学校職員に対する意向確認等の措置を講ずる期間の規定

（例） （例）
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1/1 

学校職員の勤務時間、休暇等に関する規則の一部を改正する規則 新旧対照表                       （傍線の部分は、改正部分） 

改 正 案 現   行 

学校職員の勤務時間、休暇等に関する規則 学校職員の勤務時間、休暇等に関する規則 

第一条～第十七条 （略） 第一条～第十七条 （略） 

  

（介護時間の承認） （介護時間の承認） 

第十七条の二 （略） 第十七条の二 （略） 

２ （略） ２ （略） 

３ 育児休業法第十九条第一項の規定による同条第二項第一号に掲げる範

囲内で請求する部分休業の承認を受けて勤務しない時間がある日の介護

時間については、一日につき二時間から当該部分休業の承認を受けて勤務

しない時間を減じた時間を超えない範囲内の時間とする。 

 

３ 介護時間は、一日を通じ、始業の時刻から連続し、又は終業の時刻まで

連続する二時間（育児休業法第十九条第一項に規定する部分休業の承認を

受けて勤務しない時間がある日については、当該二時間から当該部分休業

の承認を受けて勤務しない時間を減じた時間）を超えない範囲の時間とす

る。 

  

第十八条・第十九条 （略） 第十八条・第十九条 （略） 

  

（三歳に満たない子を養育することを申し出た学校職員に対する意向確

認等の期間） 
 

第十九条の二 条例第十八条の二第二項の県教育委員会規則で定める期間

は、同項に規定する学校職員の子が一歳十一か月に達する日の翌々日から

二歳十一か月に達する日の翌日までの期間とする。 

（新設） 

  

第二十条～第二十四条 （略） 第二十条～第二十四条 （略） 
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学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
七
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
九

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
十
七
条
の
二
第
三
項
中
「
介
護
時
間
は
、
一
日
を
通
じ
、
始
業
の
時
刻
か
ら
連
続
し
、
又
は

終
業
の
時
刻
ま
で
連
続
す
る
二
時
間
（
育
児
休
業
法
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
部
分
休
業
の

承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
が
あ
る
日
に
つ
い
て
は
、
当
該
」
を
「
育
児
休
業
法
第
十
九
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
範
囲
内
で
請
求
す
る
部
分
休
業
の
承
認
を

受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
が
あ
る
日
の
介
護
時
間
に
つ
い
て
は
、
一
日
に
つ
き
」
に
改
め
、
「
）
」

を
削
り
、
「
範
囲
」
を
「
範
囲
内
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
三
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
す
る
こ
と
を
申
し
出
た
学
校
職
員
に
対
す
る
意
向
確
認
等
の
期

間
） 

第
十
九
条
の
二 

条
例
第
十
八
条
の
二
第
二
項
の
県
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
期
間
は
、
同
項

に
規
定
す
る
学
校
職
員
の
子
が
一
歳
十
一
か
月
に
達
す
る
日
の
翌
々
日
か
ら
二
歳
十
一
か
月
に

達
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
期
間
と
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 
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